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海底には石油などのエネルギー資源を輸送する海底パイプラインが敷設されている。原油流出

事故は貴重なエネルギー資源の損失だけでなく、流出事故現場付近に生息する生態系へ影響を及

ぼすために、早期に事故を把握することが求められている。レーザーを油に照射するとラマン散

乱や蛍光が生じるために、それらを指標とした水中油遠隔検出技術の開発を開始した。本報告で

は、環境にやさしい植物油であるキャノーラ油を模擬試料として利用し、水中で 2 m離れた位置

に設置した油のラマンスペクトルの測定結果について報告する。 

Fig. 1(a)に水中油の遠隔検出実験の配置図を示す。レーザーは水の透過性が比較的高い波長 532 

nmとした。キャノーラ油に波長 532 nmのレーザーを照射しても蛍光信号は見られない。レーザ

ーは 30cm□の開口を持つ長水槽（入出射部分は石英窓）に入射し、水中を 2 m伝搬した後、キャ

ノーラ油を入れた光学セルを透過する。光学セルの光路長を 5, 10, 20 mmとし、レーザーと油の

相互作用長を変化させることで、観測されるキャノーラ油の量を変化させた。ラマン散乱光の受

光には直径 20 cmの望遠鏡を利用し、波長分解能 1.4 nmの小型の分光器で測定した。Fig. 1(b)に

水中油のラマンスペクトルを示す。測定は 100回積算信号を 5回取得した。2894 cm-1に見られる

信号が油のラマン信号であり、3400 cm-1に見られる信号が水のラマン信号である。油の量によっ

てラマンスペクトル強度の変化が見られ、水中の 2 m先に設置した油を遠隔からラマンスペクト

ルを利用して検出が可能であることがわかった。 
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Fig.1 (a) Schematic diagram of the experimental setup and (b) Raman spectra of canola oil in water. 
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